
 皆さんは、いじめをなくすためにはどうしたらいいと思いますか？最も多いいじめは「仲間は 

ずれ、無視、陰口」です。これはいじめ全体の７０％を占めます。学校別に見ると最もいじめが 

発生しているのは小学校です。その小学生の 90％が「いじめはよくない」と考えているようです。 

しかし、いじめの加害者になったことのある小学生は(10人中 7人)の割合でいます。高校生は 

というと、昨年度、全国の高校で発生したいじめの件数は、13,126件でした。毎日、約 36件の 

いじめが発生していることになります。皆さんはこの数字をどう感じますか？石川高校でも、 

今年度 3件のいじめを確認しています。もしかすると、先生たちが気づいていないいじめがもっ

と多くあるのかもしれません。それによって、今もなお苦しんでいる人がいるかもしれません。

「いじめは許さない」という強い意識が、苦しんでいる人に気づくことができるかもしれません

ね。いじめに関するデータをもう一つ紹介します。「目の前で人が困っているときに進んで助け

ているか？」という問に対して 80％の人が「助ける」と答えています。この数字は毎年増加して 

いるようです。いじめをゼロにするのは難しいかもしれませんが、諦めたくはありませんね。「石川高校いじめ

ゼロの実現」に向けて、あなたはどのような行動がとれるか、改めて考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

今日で２学期が終わります。先月行われた公開文化祭「石菜祭」では、様々な制限がある中、

同居家族限定ではありましたがたくさんの方に来場していただきました。何度も並べ直しをし

たドミノ倒しをはじめステージ発表やクラス展示では、クラスの団結力が大いに発揮された場

面がたくさんありましたね。準備段階は苦労が絶えなかったかもしれませんが、それ以上の達

成感を得られたのではないでしょうか。この経験を今後の学校生活に生かしてほしいですね。 

今年は、2 年生の修学旅行が昨年に続き中止になったことはとても残念でしたが、それ以外は日程変更をし

ながらも予定通り行事を実施することができました。現在、新型コロナ感染状況は少ない感染者が続いていま

す。新たな変異種オミクロン株の国内感染は心配されますが、少しずつ平穏な日常に戻りつつあります。 

明日からの冬季休業中、家族や友人と出かける機会が多くなると思います。引き続き感染 

防止対策への意識を持って行動しましょう。 

 

 

 

 
１）問題行動は絶対にしない 

深夜徘徊(22 時～翌日 5 時)、飲酒、喫煙、不健全な男女交際等が発生する事例が非常に多くなっています。

外出する際は、きちんと保護者に行き先や帰宅時間などを伝えてから外出するようにしましょう。 

２）携帯電話・スマートフォンには十分注意すること 

●ＳＮＳで知り合った人間関係からのトラブルが多発しています。 

 毎年、SNS で知り合った異性と直接会ってしまい、誘拐や性的暴行、殺害など事件に巻き

込まれるケースが発生しています。「自分は大丈夫！」「この人は信用できる！」という安易な考

えが危険な行動につながります。SNS の世界は危険がいっぱいです。十分に注意しましょう。 

３）感染防止、交通事故には十分注意しよう！ 

新たな変異株として「オミクロン株」が国内でも確認されています。引き続き、感染拡大防止に努めしょう。 

また、無断外泊や家族以外の運転する車への同乗は禁止です。特別な指導の対象になることがあります。 

４）外出時に注意すること 

もし、交通事故やその他の事故に遭った場合は、必ず警察に連絡し、病院での受診、学校(担任)への連絡を忘

れずに行って下さい。 

学 校 ０２４７－２６－１６５６ / 担 任 （             ） 
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冬季休業期間 １２月２１日（火）～１月１１日（火）  

※１月１２日(水)第３学期始業式 ※登校指導は１月１４日(金)～１８日(火)) 

石川高校から「いじめ」をなくすためには・・・。 

冬休み中の注意事項！～家族、友人、そして自分を大切に、楽しい冬休みを！～ 


